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免震構造の告示による検証法が制定されてすで

に5年が経ちます。しかしながら免震建築物はなか

なか増えていないのが現状です。私どもは地方設

計事務所ということを生かし、1棟でも多くの免震

建築物が建てられるように活動しています。

免震建物の特性を説明し、施工に関することの

情報提供をし、免震構造物の施工が地元建設会社

のレベルでも十分に出来るということを広めてい

ます。お陰様で10評定物件と、告示による9物件の

設計を行いましたが、どの物件も地方中堅の建設

会社の施工です。

今回、報告させていただく物件も地場建設会社

の自社物件です。計画の段階より、免震構造の可

能性、天空率利用による建築計画の提案を行い、

応援させていただきました。地方建設会社の場合、

免震構造に興味があってもなかなか免震構造に関

する情報を得ることは難しいと思っていらっしゃ

るようです。免震構造の建物は高い施工精度を要

求され自社ではその技術力が無いと思っていると

ころが殆どです。また、免震クリアランスの取り

方などの設計上のこともあまり情報としてお持ち

ではありません。そこで私どもは先ず免震建物に

関する地道な情報提供活動で信頼を頂きました。

1 物件概要
建設場所：大分県別府市駅前

用途地域：商業地域

建物規模：免震構造、 RC11階建（配置図、一般階

平面図、立面図、断面図を添付）

免震部材：RSL免震システムを採用

アイソレータ倉敷化工製 径 500  5基

550  1基

650  4基

（ベースプレート兼用型）

スチールダンパー　

新日鐵製U型ダンパーSUD40×4T 4基

（ベースプレート兼用型）

鉛ダンパー　新日鐵製U2426

免震周期：Tt＝4.31秒

2 設計方針
配置計画：天空率を検討することにより8階より制

限を受ける道路斜線を緩和し、整形な11階建てを

可能としている。1階床面を上げることにより１階

におけるセキュリティを高めている。且つ、免震

犬走りの上に人が入れなくすることにより免震ク

リアランスを工夫している。そのことで町中の狭

い敷地でも免震建物を可能としている。

構造計画：1階床レベルを上げることにより根切り

土工事を少なくしている。1階より最上階まで梁・

柱の断面を同じにして施工性を高めている。上部

に行くに従って応力は小さくなり部材も小さくす

ることが出来るが、建物の剛性を確保するために

敢えて断面形状は同じとしている。アイソレータ

とU型ダンパーのベースプレートを兼用するために

ベースプレートの個数が少なくなり施工の合理化

が出来ている。

3 告示免震の設計に関して
告示免震が可能となった今でもなかなかその物

件数が増えていないのが現状です。当社では確認

検査機関がチェックしやすいようにチェックシー

トとフローチャートを作成し、告示の要求に対し

て分かり易いようにしています。このチェックシ

ートは確認申請時に喜ばれています。今回の物件

のチェックシートを示しますので皆様もご活用く

ださい。

中山 明英
中山構造研究所

地方における免震建物
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設計手法が告示免震による場合でも、設計者は

設計した建物がどのように挙動するか理解してお

くことが大事だと思います。

また、免震構造物は建築費が高くなると考える

方が多いと思いますが、ディテール等工夫するこ

とにより費用アップを抑えることが出来ます。決

して工事金額が高いものだとは思いません。免震

構造と同じ性能を他の工法で得ることは出来ませ

んので、その意味では一番安い工法だと思います。

免震構造にもいろいろな免震部材がありますが、

私どもは多田先生の御指導によりRSL免震システム

を採用しています。RSL免震システムに用いる各免

震部材は試験データが公表されており、設計者が

自由にその組み合わせを選ぶことが出来ます。メ

ンテナンスに関しても一番シンプルだと思います。

免震に勝るシステムは今のところないと思って

いますので、一棟でも多くの免震建築物が設計さ

れることを期待します。
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チェックリスト例
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